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122　酵素 ・酵素工学

　　　　　　　 サ ブ ユ ニ ッ ト間架橋 に よ る好 熱性細菌由来 グル コ
ース 脱 水素酵素 の 高度
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　412　　　低温細菌由来低 温L 一グル タ ミ ン 酸 デ ヒ ドロ ゲ ナ
ーゼ の 特性 評価
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【目的】低温 菌 か ら得 られ る低温酵素は、 中温菌の もの と比べ て低温で も高 い 活性 を有

す る機能性 酵素で あ り、 低温 で の物 質生産やバ イ オ セ ン サ ーな どへ の 応用が期待で き

る 。 しか し、 低 温酵素は十 分に研究さ れてお らず 、 特 に NAD 非依存性の低温酸化還元酵

素は報告され て い な い 。 本研究で は、酸化 還元色素で選抜 した電子受容体依存性の琴温

L一グル タ ミ ン 酸 ：ア クセ プタ
ー一一　t キ シ ドリダク ターゼの 特性 を評価 した 。

【方法及び 結果】サケ ・カ ニ の 内臓や土壌に生 息して い る低温細 菌か ら、 レ グル タミ ン

酸 と ニ トロ ブ ル ーテ トラゾ リウム に よ っ て 、レ グル タ ミ ン 酸酸化酵素を多 く生産する も

の を選抜 し、 ゲ ル 濾過 、 陰イオ ン 交換 ・疎水性クロ マ トグラフ ィ
ーに よ っ て 酵素を精製

した 。
こ の 酵素 の温度 特性 は 、 中温酵素で ある牛肝臓由：来L一グル タ ミン 酸デ ヒ ドロ ゲ

ナーゼに比べ て 低 温側に移行 して い た 。
こ の 酵素の基質特異性は 、 グル タ ミ ン 酸が最 も

高 く、 次に アス パ ラ ギ ン酸 ・グル タ ミン が グル タ ミン酸 め10％ほ ど反応 した 。

一方 、 電

子受容体 と して は 、 多 くの 酸化還元色 素と反応す るが、 NAD 、　NADP 、 酸素 とは反応 し

ない 新 奇のL一グル タ ミ ン 酸デ ヒ ドロ ゲナ
ーゼで あるこ とが分か っ た 。 また 、 フ ェ ロ セ ン

誘導体も電子受容体 とな り、 サ イク リ ッ クボ ル タン メ トリー
に よ っ て酵 素の 触媒電流 を

確認 で きた 。
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